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研究成果の概要： 

本研究は，近年，新たな農業経営組織として大きな注目を集めているフランチャイズ型の農
業経営組織の形態や機能及び経営管理システムを捉える共通理論として組織間関係論と取引費
用アプローチ，さらにはナレッジマネジメントによる経営評価方法を提案した。さらに，上記
の理論フレームに基づいて各種の農業経営組織事例を評価した結果，これらの理論によって事
例組織の形態や機能，経営管理システムの特徴は良好に説明できることが実証できた。 
 
交付額 
                               （金額単位：円） 

 直接経費 間接経費 合 計 
2006 年度 9,300,000 2,790,000 12,090,000 

2007 年度 7,200,000 2,160,000 9,360,000 

2008 年度 6,500,000 1,950,000 8,450,000 

年度  

  年度  

総 計 23,000,000 6,900,000 29,900,000 

 
 
研究分野：農学 
科研費の分科・細目：農業経済学・農業経営 
キーワード：ネットワーク型農業経営組織，フランチャイズ型農業経営組織 

ナレッジマネジメント，組織間関係論，取引費用アプローチ 
 
 
１．研究開始当初の背景 

現在，その数はまだ点的な存在に過ぎない
が，従来の担い手とは全く異なる日本の農
業・農村の新たな担い手が誕生してきている。
まだ，その実態や経営システムの特性はほと
んど研究されていないが，我々の先行研究で
は「企業的農業経営者が知識やノウハウ・技
術開発・情報の受発信などの手段を活用して，
一定の地域範囲もしくは全国段階で同様な
経営目的・形態をもつ農家を統合して経営の

標準化を実現して多様な実需者ニーズに対
応するフランチャイズ（以下，ＦＣと略記）
型の農業経営」と呼ぶべき担い手組織が誕生
している。すなわち，フランチャイザーと呼
ばれる技術・販売力・経営管理能力に優れた
企業的な農家が，実需者であるスーパー・食
品加工・外食産業や卸売市場などの需要に応
じて，日本全国の農家をフランチャイジーと
して組織化する。これは，共同経営，共通商
標の利用，技術開発の内部化，契約栽培，経
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営ノウハウの提供などの新たな経営手法を
導入して実需者のニーズに適応した農産
物・食品を供給する新たな担い手としての農
業経営の出現を意味する。 

こうした新しい農業経営の組織構造や担
い手の経営行動を解明できる新たな農業経
営理論の究明が緊急の課題となっている。 
 
２．研究の目的 
本研究では，「農家主導型のＦＣ農業経営」

の実態，発展プロセスと課題ならびに今後の
展開方向と政策的な支援方策の解明を，問題
解決的な視点からの研究目的とする。 
一方，農業経営学，さらにはマーケティン

グ論，情報処理論などの学問的視点からは，
「知識・知恵・ノウハウなどＦＣ農業におけ
るナレッジマネジメントの理論」を，さらに
相互に連携する組織間の関係については，ネ
ットワーク組織論や組織間関係論の分析枠
組みの妥当性を検証する。また，多くのＦＣ
組織が導入している契約取引の評価につい
ては「取引費用アプローチ」を用いて理論的
に説明する。 
 
３．研究の方法 

(1)わが国を代表する新たなＦＣ農業の事
例経営を研究組織メンバー全員で調査を行
う。また，参加研究者は共通事例とともに，
個人でより詳細な分析を行う個人調査事例
を選択して研究を実施する。 

(2)研究代表者は，主として理論的な側面か
ら研究対象を調査・分析するためのフレーム
ワークを提起する。また，分担及び連携研究
者は基本となる調査・分析フレームを遵守し
ながらも，各自の問題意識，さらには調査対
象の特異性に従って独自の分析フレームを
採用する。 

 
４．研究成果 

本研究における理論的な成果は，次のよう
に整理できる。これらの研究成果は，いずれ
もネットワーク型ならびにフランチャイズ
型の農業経営組織を捉える共通理論として
大きな汎用性を備えており，学会などでの発
表でも大きな評価を受けた。 

(1)フランチャイズ型農業経営組織を，さ
らに包括的な概念であるネットワーク型組
織として把握し，その組織の構造と活動の特
性を統一的に評価するために，組織間関係論
と取引費用アプローチに基づく分析枠組み
を整理した。 

(2)次にこの分析枠組みを用いて研究グル
ープで共同調査した６つのタイプのネット
ワーク型農業経営組織の総合的な評価を行
い，提案した分析枠組みの有効性を検証し次
の成果を得た。組織間関係の特徴把握に関し
ては，分析対象とする組織の活動を支えるイ

ンプット組織と，組織の活動成果の主たる受
け手となるアウトプット組織の影響関係を
分析する組織セットアプローチが，また中心
組織と参加組織の関係を規定する資源の依
存関係や中心組織と参加組織のパワー関係
を分析する資源依存アプローチが有効であ
る。また，以上の評価方法と取引費用アプロ
ーチを組み合わせることで，ネットワーク型
農業経営組織の活動特性を総合的に評価で
きる（図１，表１，表２参照）。 
 (3)フランチャイズ型農業経営の特徴とナ
レッジマネジメントの有効性を理論的に評
価し，経営組織の評価に野中が開発した SECI
モデルや「場」の理論の適用が可能であるこ
とを整理した。また，四季成りいちごの生
産・販売に取り組んでいる２つの経営組織の
事例分析を行い，ルーズな契約であるが経営
理念を共有する農家間でのフランチャイズ
型農業経営が，情報共有の「場」を形成しや
すく，ナレッジマネジメントを活用した経営
発展の可能性が高いことを明らかにした。 
 
また，実証研究ではそれぞれ，理論的な分

析目的を設定して以下の研究成果を得た（図
１，表１，表２参照）。これらの実証研究の
成果についても学会で高く評価され，これら
の調査事例のいくつかは日本農業経営学会
のシンポジウムで先進経営事例として取り
上げられ，経営研究の発展に貢献した。 
(1)農業法人の企業間連携に関する意識調

査と，特定地域を単位としたフランチャイズ
型農業経営を展開している事例（宮崎県・
(有)新福青果）の分析から，ＦＣ本部機能の
役割を評価し，次の成果を得た。①多くの農
業法人経営者は，技術やノウハウ，商品売買
に関して企業間の連携意向が強い。ＦＣ型農
業の展開では，本部は「知識ベースの共有化」
への役割が期待されている。②ＦＣ農業の展
開では，直営農場方式とＦＣ契約農場方式を
組み合わせることで，多様な顧客ニーズに柔
軟に対応することができる。③契約方式の契
約形態は口頭が多いが，リスク管理面からは
文書契約が望ましい。 
 (2)我々が共同で調査したＦＣ型農業経営
組織の中で最も高度な組織形態を構築して
いるグローバルピッグファームの克明な事
例分析を通して，その成功の大きな原動力と
なった集団遺伝学に基づく育種改良戦略の
効果を評価した。特にグループ全体での高品
質な豚肉生産とブランド化による付加価値
拡大の実現プロセスを克明にトレースした。
さらに，改良豚に適した飼料の開発，飼養管
理技術のマニュアル化，獣医師による技術・
経営コンサルタントシステムの確立が，ＦＣ
型養豚経営確立の原動力であったことを明
らかにした。 
 (3)自然卵養鶏を行う（有）緑の農園の共



同事業システムを事例として，ＦＣ型農業経
営の展開におけるロイヤリティ配分と農業
技術のＦＣ化をめぐる問題点を訴訟事例に
基づいて検討した。その結果，養鶏のような
立地に際して地域的な合意が不可欠な部門
では，本部の調整機能の発揮が難しいこと，
また栽培技術や飼養管理技術を知的所有権
として保護する考え方が定着していないた
め，フランチャイズ方式に関わる訴訟の場面
で有効な対抗措置をとることが難しいこと
を評価した。 
 (4)人材育成や生産販売面でネットワーク
型の事業展開を行っている木之内農園に焦
点をあて，フランチャイズ化の可能性につい
て検討した。木之内農園は，周辺農家と NPO
法人を立ち上げ，新規就農希望者のための高
度に体系化された研修プログラムを実施し，
多くの新規就農者を輩出している。しかし，
新規就農育成農場という性格から，NPO 法人
参加農家や卒園生とのフランチャイズ化に
は至っていない。その最大の原因は，参加農
家ならびに卒園生が挑戦する農業経営の多
様性であり，統一的な技術，ノウハウ，商標，
マーケティングによるＦＣ契約が困難な点
である。むしろ，木之内農園直営農場の分社
化とフランチャイズ化による優秀な社員の
確保と独立による事業の展開が考えられる。 

 (5)都市農業の新たな経営形態として大き
な注目を集めている農業体験農園を取り上
げ，園主が中心となって形成された園主間ネ
ットワークによって，経営上のノウハウ，栽
培技術に関する知識がどのように獲得・共有
されているか実証を試みた。その結果，体験
農園園主会の活動は，体験農園経営の問題点，
問題解決のアイディアやノウハウの集積と
普及に大きな役割を果たしていることを明
らかにした。また，園主間ネットワークの分
析により，園主の年齢や経験にかかわらず
様々なサブネットワークが形成されて，園主
間で知識やノウハウが積極的に獲得・共有化
されていることを明らかにした。 
 (6)米販売事業体の代表的事例である庄内
こめ工房を研究対象に，そのネットワーク構
造を分析した。その結果，組織の基盤は，代
表取締役の高い情報収集・解析能力に大きく
依存していること，そのため参加農家の平等
を確保しつつ代表の能力を最大限活かす組
織構造が構築されていること，ネットワーク
を維持しているのは情報の共有であるとい
う重要な事実を究明した 
 
 
 



 

 
 

 

組織間関係の類型 取引コスト

インプット組織とそ
の規模（影響力）

アウトプット組織と
その規模(影響力）

対境担当者の存在
と役割

参加組織が中心組
織に依存している
資源と依存度

中心組織が参加組
織に依存している
資源と依存度

依存関係の
タイプ

中心組織が参加
組織に対するパ
ワー拡大方法

参加組織が中心
組織に対するパ
ワー拡大方法

取引の不確実性、頻
度、取引特定投資

グローバルピッグ
ファームグループ

ｺﾝｻﾙﾀﾝﾄ獣医師（海
外・中）、
情報システムの専門
家（国内、海外、
中）、金融機関
（中）

「和豚もち豚」専門
販売店（大）
地域住民（中）
と畜場（中）

ﾄｯﾌﾟﾏﾈｼﾞﾒﾝﾄ（組織
内、組織外との交
渉全般）
獣医師（海外ｺﾝｻル
ﾀﾝﾄ獣医師、メン
バー農家の指導）

種豚（100％）、餌
(100%)
獣医サービス
（100％)
技術・経営診断
（100％）

出資金（100％）
肥育豚（100％）

完全依存
・共生型

種豚、獣医サー
ビス、技術・経
営診断サービス
の高度化

近隣消費者への
豚肉、
加工品の販売拡
大

肥育目標に適合した
種豚確保の困難性
製品・原料価格の不
安定
製品の適正な評価に
対する不安
毎日の継続取引
種豚・豚肉加工施設
投資

東京都農業体験農
園グループ

東京都農業会議
(中）
区市町村担当部局
(中）
地区農協（弱）
や普及機関(弱）

地区住民(大） 無し
情報の提供・交換
関係機関との交渉
力

情報の提供・交換
協同行動

弱依存・共生型

政治力拡大（圧
力団体、要求取
りまとめ団体
化）,有効な情報
の提供

パワー発揮
動機無し

市場取引の不安定
労働力確保の困難性
農園維持の困難性
農園整備コスト投資

大木町きのこ
種菌センター

顧問技術者(大）
農協（小）
ホクトなどの大規模
生産者(大）

市場(大）
スーパー/、百貨店
(大）
地域住民(弱）

種菌センター長
きのこ新品種開発
種菌提供
新品種栽培技術

センター運営資金
技術者（後継者）

完全依存
・共生型

新品種開発力
種菌提供価格の
低減

現状では、パ
ワー発揮動機無
し

種菌を企業から購入
することのコスト高
回避
技術新への迅速な対
応

茨城白菜
栽培組合

資材供給企業(大）
土壌診断組織(小）

漬け物加工企業
（大）
スーパー・百貨店
(大）
市場（弱）

社長（全体管理）
販売担当
技術開発・指導担
当

野菜品種
生産資材
栽培法

契約野菜の全量出
荷

一部依存

新品種開発力
資材・栽培法のﾉ
ｳﾊｳ提供
高価格での買い
取り

高品質野菜の提
供
出荷先の多様化

周年出荷による価格
競争力の強化
ブランド化による価
格競争力強化

木之内農園
阿蘇ｴｺﾌｧｰﾏｰｽﾞｾﾝﾀｰ

木之内農園(大）
周辺農村（中）
その他農村（小）

代表者
木之内農園代表

情報収集解析
研修生を集める機
能

研修生の指導 弱依存
情報収集力
研修生を集める
力と知名度

中心組織がもた
ない技術力

情報の非対称性

新福青果

九州沖縄農業研究ｾﾝ
ﾀｰ（中）
日本印刷（中）
（ﾄﾚｰｻﾋﾞﾘﾃｨｼｽﾃﾑ）

量販店32社、
外食ﾁｪｰﾝ20社、
中食・加工業者15社
合計67社（大）

社長 野菜の販売力 野菜の生産力 相互依存
高価格・安定販
売販売

出荷先の多様化
契約生産・契約取引
の導入

組織セット 資源の依存関係  

　　表1　　ネットワーク型農業経営組織の組織間関係の特徴

　

　 情報交換
目的・理念の
形成と
共有方法

目的・理念
の共有程度

コミュニケ
ーションの
機能

中心組織
との信頼関
係

ネットワー
クの形（垂
直、対等、
水平）

ネット
ワーク
連結の
強弱

ネット
ワーク
の多面性

ネット
ワーク
の目的志
向性

調整メカニズム 調整主体

技術革新・
経営革新を
推進する仕
組みとその
強さ、影響
力

グローバルピッ
グファームグ
ループ

技術情報・経営
情報の相互交換

毎月の勉強
会、
婦人・後継者
ｸﾞﾙｰﾌﾟの活動

強い

技術の向上
による経営
安定、企業ｲ
ﾝﾃｸﾞﾚｰｼｮﾝか
らの防衛、
持続的経営
体の実現

強い 対等垂直 強い 多面的・経強い 経営指導 中心組織、株
有
強い
影響力大

東京都農業体験
農園

園主会の開催 ｸﾞﾙｰﾌﾟ間の情報中

暗黙知の交
換
による経営
改善

中 対等 弱い 一面的 弱い 自主的調整 園主会 無

大木町きのこ
種菌センター

勉強会、
新品種栽培技術
指導会

グループ単位で強い

形式知提供
による品質
確保
暗黙知の交
換・集積

強い 対等垂直 強い 中間 強い 自主的調整
種菌
センター

有
強い
影響力大

茨城白菜栽培組
合

訪問指導 訪問指導 中

栽培指導の
徹底による
高品質ハク
サイの生産

中 対等垂直 中 一面的 弱い 中心組織指導 中心組織
有
中
影響力大

木之内農園
阿蘇ｴｺﾌｧｰﾏｰｽﾞｾﾝ
ﾀｰ

日常的情報交換 日常的情報交換中
暗黙知の獲
得

中 水平対等 弱い 一面的 中 中心組織 中心組織 無

新福青果

柔軟な契約方式
（３方式）
A=固定価格（再
生産所得保
証）,B=ｼｰｽﾞﾝ一
定価格、C=相場
取引
契約は播種２か
前に決定

柔軟名取引方
法の採用で農
家の栽培経営
努力を評価す
る

弱

機械の貸し
出し
農作業の受
委託

中 水平 弱い 一面的 弱 参加農家主体 中心組織
有
中
影響力小

組織間コミュニケーション 組織間の調整と技術革新の推進

　表２　組織間のコミュニケーション、調整と技術革新の推進
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